
７会議の概略

７－１会議の予告

統計活動調整委員会（ＣCSA:CommitteeHortheCoordinationofStatistical

Activities）

国際統計機関のデータ品質会議

国際機関のデータ品質に関する会議が２００６年の４月２７日－２８日に英国のニューポートで、

調査統計の品質に関するヨーロッパ会議Ｑ2006(カーデイフ，英国、2006年４月24-26日)の直後

に開かれる｡これは．統計活動調整委員会(ＣCSA）の援助のもとに開かれる．

この会議の第一の目的は、国際機関と超国家機関からの統計専門家にフォーラムを提供し､そ

の仕事に関連する具体的なデータ品質問題を討議し､国際的データの収集と配布を改善するた

めに開発された様々な品質機構に関する経験を交換することである｡さらに具体的にいうなら､この

会合での焦点は､ＣＣＳＡが２００５年９月１４日に支持した国際統計活動の支配原則と、国家およ

びコミュニティの統計機関の独立性､高潔性およびアカウンタビリテイについて､ヨーロッパ委員会

が２００５年５月２５日に､勧告の中で採択したヨーロッパ統計実践規約のような類似のイニシャチブ

を考慮しながら、国際統計品質保証枠組みの使用と収束におかれる。

プログラム委員会の構成はＭｒ・EnricoGiovannini(OECD),Ｍｒ､SylvesterYoung(ILO),Ｍｒ・

HeinrichBrUngger(UN-ECE),Ｍｒ・HalukKasnakoglu(FAO),Ｍｓ・CarolineWilleke(ECB),Ｍｒ・

StefanSchweinfest(UNS、),Ｍｒ・RobertW､Edwardｓ(IMF),Ｍｒ・FrankNolan(OfY1cefbrNational

Statistics,ＵＫ)ａｎｄＭｒ､HdkanLinden(Eurostat）で、異なるセッションのプログラムの第一案が作

り上げられた，＿

この会合に関する一層の情報を得るためには､へMr・HakanLindenofEurostat(hakan・

linden＠cec・euint)と連絡をとられたい。

・情報冊子lnfblmationbooklel

Ｏプログラムと論文

・参加者Participants

会議の報告Reportofthemeeting
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国際機関のデータ品質に関するZOO6年サテライト会議

の事後報告

7.2

Eurostat

Ｉ序

統計活動調整委員会(CCSA）のためにEurostatが組織し，英国の国家統計局がホスト役を

つとめた国際機関のデータ品質会議は，2006年４月27-28日に開催された。会議には,11の国

際機関あるいは超国家機関からの23名と８つの国家統計機関からの17名が参加した。この

会議は専らデータ品質をとりあげた第2回目の会合であった。これは，カーディフ〔英国〕

で2006年４月２４－２６日に開かれた「調査統計の品質に関するヨーロッパ会議」に引き続いて

行われた。会議はMrs・KarenDunnell,NationalStatistician,OfficefbrNationalStatistics,ＵＫ、

によって開始され）国連統計部からのＭｒ､StefanSchweinfestとEurostatの統計ガパナンス・

品質および評価単位からのＭｒ､HAkanLind6nも開会の辞を示した。OECD統計局長のMn

EmicoGiovanniniが国際機関のデータ品質の第一回会議（Mainz,Germany,24-26Ｍａｙ２００４

年５月24-26日),それ以来の前進,データ品質を保証するための国際協力の将来的方法につい

て概観した。

会議は，国際機関の品質保証枠組みの利用と収束についてのＣＣＳＡプロジェクト(ｒｅｆ

ＣＣＳＡＳＡ/2005/13)と調整しながらEurostatの作業の主要領域について構成されて，６つの

テーマ別セッションに及んだ。すなわち，「国際機関において遂行される統計活動を評価

し，改善するための品質評価枠組み」，「様々な国際機関が発行するデータの整合性」，

「現在の最善の方法，最低限の基準および最善の実践の収集，管理および配布」，「同業

者評価の方法論」，「データ提供者から品質メタデータを収集し,、統計の品質を利用者に

通知する道具と実践」および「パネルディスカッション：統計情報にラベルを貼る」で，

ここには合計21の発表があった。

この会議の主な結論は，次節に示されている。プログラムと参加者リストがこのノート

に付されている。この催しとすべての論文は，会議のウエプサイトにある。：

I1tlp://unslatsunorg/unsd/accsub/CDQIO-2006htm．

Ⅲ．結論

１適切な異なる品質枠組み（例えばヨーロッパ統計実践コード(COP)とＥＦＱＭ;ＣＯＰと

IMF/DQAF;国際統計実践を支配する国連原則とＣＯＰの間)の比較は，枠組みが極めて類似

であることを示す。焦点は今や，国際機関のための品質枠組みの特徴（範囲）と利用，品
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質枠組みの影響，および費用と便益の側面を検討することである。品質評価枠組みと品質

報告についての深い調査からの知見もまた考慮されるべきである。将来の作業は，具体的

問題をとりあげ，国際機関の品質イニシャチブと加盟国を対象にしたそれとを区分する概

念の明確化，将来いかなる決定をもうけいれるという見地が強調される後者をふくめる必

要，を狙うべきである。

2．メタデータ：メタデータを旧友するための共通の綱領をＳＤＭＸの分野横断的概念(現在

進行中の公的検討期間にある)とＸＭＬ道具の使用に基づいて構築できよう。

この交換枠組みは「オープン」であり，独立したモデルであり，十分に記録され，特殊な

ものを収容できるよう拡大可能なものである必要がある。討論は，DQAFとヨーロッパ行

動コードとを調整することと，各国が自らのシステムと目標の枠組みとの間のマッピング

を，可能ならメタデータの単一の集合を使うことによって創り出すことを可能にする優れ

たレベルの｢粒状｣を保証すること，とによって創り出す可能'性を強調した。これは，流布

されたメタデータの集合の間の整合性を強めながら，報告負担を減らすだろう。

3．ベストプラクティス：最善の行為：異なる種類の「ベストプラクティス」を叙述する「類

型論」は，そういった`情報の共有を可能にするだろう。国連統〕計部は「ベストプラクテイ

ス」の認定と普及に関する作業において前進すべきである.

4．品質報告：ＤＭＸコンソーシアム内で開発された高度な参照用メタデータという概念

は，データ手続きからのより効率化された品質報告の「微粒」として役立つことが出来よ

う。国際的なデータの配布基準は，品質情報が利用者に対して示される方法を改善し，調

和させうるだろう。

5．再検討：再検討は，強さと弱さを確認する有効な道具であるが，実施するのは大きな

負担である，そして各国の再検討からの既存の情報は，国際機関の問で共有されるべきこ

とが強調された｡今後の再検討を示す日程表は国際機関が主催者になることも述べられた。

ひとつの確実な産物は，ＩＭＦとEurostatが，それぞれの枠組み，すなわち，実践コードとＩＭＦ

のDQAFを以って，加盟国のコンブライアンスを検討することでの共同の力であった。ＥＣＥ

は，他のECE加盟国に対してこのアプローチを拡張する見地からの同業者評価を，実践コ

ードのひとつに含めることを求められた。

６．ラベルづけ：パネル：ディスカッションは，統計にラベルづけをするという問題への

すべての参加者たちが非常な関心を持っていることを示した。というのは，このトピック

は「統計的議題」にはじめて登場したからである。それは，例えば，「政府統計」に対す

る最低限の品質要求のセットを見出す，あるいはＴ実験的統計」を定義すること，を含ん

でいた。討議では，既存のアプローチの長所と短所，そして目的，ガパナンスの構造，概

念，および例えばラベルを取り除くことができるかどうかを含めてプロセスについての明

確な規定を可能にするような，ヨーロッパレベルでの行動のためには注意深いタイミング

が必要であることが明らかになった。制度的問題は，国際的レベルでは，応用の妨害にな

ることも考えられた。
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7.ＣＣＳＡの役割：一層の具体化（'ＣＳＡ局の創設）と，ＣCSAの「説明能力」（委託事項，

報告用件等）が対応するタスクフオースーＣＣＳＡの９月の会合においてその活動を提示する

－においてとりあげられるべきこと，が勧告された。また，ＣCSAのメンバーの首脳が，

諸機関が一層の手段に同意するという見地から関与するのが望ましいことが強調された。

付録１：会議の議題

国際機関のデータ品質に関する会議

2006年４月27-28日Ｎｅｗport,Wales,UnitedKingdom

プログラム

２００６年４月２７日〔火曜日〕
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９．００－９．３０Ｗｅｌｃｏｍｅａｎｄｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ

・ＯＮＳ，ＵＮＳＤ，Eurostat

９．３０－１０.ＯＯＯｖｅｗｉｅｗｏｆｌ卸stcｏｎ艇r⑥IIce：content，directionstakenJmdprogressmade

・EGiovannini,ＯＥＣＤ

10.ＯＯ－１Ｌ３０Ｓｅｓｓｉｏｎｌ：Quality…urnnceframeworksfDrassessingandimpr0vingsmtistical

actｉｖｉｔｉｅｓｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｉｎｉｎｔｅｒｎａｔｉOnalorganizations

Organizer：Eurostat

・HLinden(Eurostat),Firstresultsfromthein-depthsurveysonqualityassurance伝ameworks

andqualityreportinginmternationalorganisations1’

.Ｌ､Lalibert6(IMF）〃IMFcxperienceindataqualityⅢ

・MichaelColledgeⅢQualityframeworks:implementationandimpact'’

１１３０－１３.ＯＯＳｅｓｓｉｏｎ２：ＣｏｈｅｒｅｎｃｅｏｆｄａｔａｐｕｂｌｉｓｈｅｄｂｙｖａｒｉousinternationalouPganizations

Organizer：ＯＥＣＤ

．Ｋ・vonK1eist(BIS）ⅡThenewJEDH-halmonisingandshariｎｇｄａｔａｗｉｔｈＳＤＭＸ'’

・CatherineAhsbahs，ViolettaDamia，G6rardSalouandCarolineWilleke11Jointdisseminationof

Eurosystemstatistics：awaytoenhanceaccessibility＆ensureconsistencyofstatisticsⅡ

～MaryJaneHolupka(UＮＳＤ)''JointUnitedNations/OECDsystemforthecollectionandprocessing

ofintemationalmerchandisetradestatistics1１

・BALindblad,Ｌ・MaqUa,Ｍ．ＰellegrinoandGSindoni⑮urostat）1UsingSDMXstandardsfbr

disseminationofshort-telmindicatorsontheEuropeaneconomy1I

・LarsThygesen(ＯＥＣＤ）ⅡSDMXdatasharingbetweenIMFandOEＣＤ'’
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1３．００－１４，３０Ｌｕｍｃｈｂｒｅａｋ

１４３０－１６.ＯＯＳｅｓｓｉＯｎ３：ＣＯⅡ“tion1managementanddissemimntion⑪fcurrentbestmethods，

minimumsl8mIlards,mdbestpractices

OrganizCr：ＵＮＳＤ

・StefanSchweinfbst(UＮＳＤ)ⅡTheroleofbestpracticesinbuildingaglobalstatisticalsystemⅡ

・BrianBuffet(UNESCO)“ApplicationofaDataQualityAssessmentFrameworkfbreducation

statistics，，

・SylvesterYoung(ILO)iPrinciplesgoverninginternationalstatisticalactivities-somenextstepsi’

1６．００－１６．３０ＣｏｆｆＥｅｂｒｅａｋ

１６．３０－１８.ＯＯＳｅｓｓｉｏｎ４：Peerrwiewmeth⑪dologies

Organizer:ＵＮＥＣＥ

・ClaudiaDziobek(IMF）ⅡPeerreviewfbrlnternationalMacroeconomicStatistics:thelMF's

StandardsandCodeslnitiativeanditsDataModulem

・YoelFinkel(CentralBureauofStatistics,Israel)ⅡAssessingqualityofstatistioaldata:thoROSC

procedureinlsraelⅡ

・MartinaHahn(Eurostat)ⅡCodeofPracticepeerreviews:firststepsmdefiningaEuropean

StatisticalSystemwideapproachl’

・HilkkaVihavainen(StatisticsFmland)ⅡPeerreviews-adrivingfbrcetowardsexoellenceinofficial

statistiＣｓ?'’

2006年４月２８日水曜日

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■－－￣--￣￣￣￣－￣－－－－－￣--￣￣￣￣￣￣￣￣￣－－￣－－－－－－－－－－－－－－－＝－－戸－－－－－－－－－－－－－－－－－－－￣－－－－－－Ｆ－－

９００－１０３０Session5：ToOlsandpracticesfDrcollectingqualitymetadatafromdataproviders8qnd

informingusersonthequgnlityofstatistics

Orgamzers:ＦＡＯ,ＩＭＦ

.Ｒ､Mayｏ(ＦＡＯ)!'DataQualitylndicatorsandRelatedStressFactors:ＴｈｃＦＡＯｆｍｍｅｗｏｒｋｔｏａｃｃｏｕｎｔ

ｆｂｒｄｉｆｆerencesinstatisticalenvironmentsatcountryandinternationallevelsⅡ

.Ｍ・Pellegrino(Eurostat)ⅡTheuseofSDMXstandardsfbrretrievingmetadatafromdifferentproviders

andachievingrapiddissemination1L

.Ｒ・Edwardｓ(IIvF）ⅡToolsandPracticesfbrCollectingandDiSseminatingMetadata-TheDataQuality

AssessmentFrameworkandlh征TiSDisseminationStandn｢｡§BulletinBoardi1

・BobPember(ILO)'１ILOcxperiencewithgatheringanddisseminatingmeta-datam
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Ｍ・TDUpr6(ILO)ⅡAssessmentofstatisticaldataquality:theexampleoftheoccupationalwagespart

ofthelLOOctoberlnquirym

ｌＯ３０－ｌＬＯＯＣｏｆ化ｅｂｒｅａｋ

１１.ＯＯ－ｌ２３０Ｓｅｓｓｉｏｎ６：Pmeldiscussion：LabellingofstatisticalinfDrmntion

Organizers：ＥＣＢ,Eurostat

Panellists：ＵＮＥＣＥ，StatisticsNewZealand，StatisticsSwedenandONS-UK

・MartmaHahn(Eurostat)andCarolineWilleke(ECB),Labellingofstatisticalinfbrmation:ｓｏｍｅ

introductoryconsiderations11

１２３０‐ｌ４００ＳｕｍｍａｒｙｏｆｔｈｅｃｏｎｆＣrenceandconclusions

Organizers：Eurostat,ＩＬＯ

付録ｚ：参加者リスト

プログラム委員会

名前麟湾Ｅ－腕口〃アハレス

CarolineWillckcECBcaroline・willckc＠ccbjnt

HAkanLindenEurostathakanjinden＠cec・eujnt

HalukKasnakogluFAOhaluk・kasnakoglu＠faoOrg

SylvesterYounglLOyoung＠ilo・org

EnricoGiovanniniOECDenrico・giovannini＠oecd・org

FrankNolanONSfranknolan＠ons・gsi・gov・uk

HeinrichBrunggerUNECEhcinrichbrucngger＠unccc・org

SteftmSchweinfbstUNSDschweinfbst＠un.ｏｒｇ

参加者

名前麟魔Ｅ－ｍｑノノアハレス

JoEdwardsABSjoedwards＠abs・gov・au

KarstcnvonKlcistBISkarstenvon-kleist＠bisprg
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YoelFinkelCBSyoel＠cbsgov,il

ViolcttaDamiaECBvioletta・damia＠ccbjnt

CatherincAhsbahsECBCatherine､ahsbahs＠ecbjnt

MartinaHahnEurostatmartinahahn＠ＣＣＣ・eujnt

MarcoPellegrinoEurostatmarco・pellegrino＠cec・eu・int

HaritzOlactaEUSTAT(BasqueStatpfficc)h-olacta＠eustat､cs

ElenaGoniEUSTAT(BasqueStat・OfIice)elena-gOni＠eustatcs

RobertMayoFAOrobert・mayo＠faOorg

FerdinandLepperILOlepper＠ilOorg

LucieLalibert61MFllaliberte＠imforg

CarmelSpadaroNSOMaltaCarmcl・spadaro＠govmt

LarsThygesenOECDlars・thygcscn＠occdorg

DenisWardOECDdenisWard＠oCcd・org

PaulVickersONSpauLvickers＠ons・gsigov・uk

DavidMatthewsonONSdavidmatthewson＠｡ns・gsigov・uk

KarenWilliamsONSkarcn・Williams＠０，s・gsigov､uk

BronwenCoyleONSbronwencoyle＠０，s､gsi､９０V､uk

PcterGittinsONSpcteLgittins＠｡ns・gsi・gov・uk

RachaelVilesONSrachaeLviles＠onSgsi､govuk

RichardLauxONSUKrichard｣aux＠onsgsi､gov､uk

MichaelColledgeStatisticalConsultingPtyLtdmcolledg＠bigpomLnet､au

HilkkaVihavainenStatisticsFinlandhilkka､vihaVainen＠statfi

RonMcKenzieStatistiosNewZcalandronmckenzie＠stats・govt・nz

EvaE1versStatisticsSwedeneva､elvers＠schse

DianeStukelUNESCOdstukel＠uisunescoorg

ShayamUpadhyayaUNIDOSupadhyaya＠unidoorg

MaIyJaneHolupkaUNSDholupka＠unorg

GraceEdgarWelshAssemblyGovernmentgracaedgar＠walesgsigovuk

GrahamJamesEclcWorldbankgeele＠worldbankorg

ChangqingSunWorldBankcsun＠worldbankprg
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